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フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

劇

場

（

セ

レ

ク

ト

）

 

第

六

話

 

 
 

「

矢

面

」

 
 

 
 

 
 

 
 

大

太

 
大
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【

は

じ

め

に

】

 

○

「

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

劇

場

」

作

者

の

大

太

 

大

（

お

お

た

・

だ

い

）

と

申

し

ま

す

。

つ

た

な

い

作

品

に

ご

興

味

を

持

っ

て

頂

き

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 

【

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

劇

場

と

は

】
 

○

作

者

が

世

の

中

で

違

和

感

を

感

じ

て

い

る

事

や

疑

問

に

思

っ

て

い

る

こ

と

な

ど

に

対

し

て

、
「

も

し

、

こ

う

い

う

設

定

や

条

件

に

な

っ

た

ら

、

当

事

者

た

ち

は

ど

う

動

く

の

か

」

を

考

え

た

オ

ム

ニ

バ

ス

ド

ラ

マ

で

す

。

フ

ィ

ル

ム

・

バ

イ

ヤ

ー

さ

ん

で

は

ド

ラ

マ

部

門

に

全

二

十

五

話

を

ま

と

め

て

公

開

し

て

お

り

、

そ

れ

と

同

様

に

完

全

著

作

権

フ

リ

ー

で

す

の

で

、

詳

細

は

そ

ち

ら

を

ご

覧

下

さ

い

。

マ

ス

メ

デ

ィ

ア

に

少

々

風

が

向

い

て

い

る

「

性

根

の

曲

が

っ

た

社

会

派

ド

ラ

マ

」

で

、

こ

の

第

六

話

は

そ

の

中

な

ら

、

作

者

が

是

非

読

ん

で

欲

し

い

脚

本

を

セ

レ

ク

ト

し

た

話

に

な

り

ま

す

。

で

は

本

編

を

ど

う

ぞ

。
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【

登

場

人

物

】

 

佐

藤
 

真

（

さ

と

う

・

ま

こ

と

）
（

３

９

）

…

東

京

都

牛

崎

市

市

長

。

パ

ワ

ハ

ラ

疑

惑

に

さ

ら

さ

れ

る

 

飯

山

 

光

吉

（

い

い

や

ま

・

み

つ

よ

し

）
（

５

６

）

…

同

企

画

部

部

長

。

パ

ワ

ハ

ラ

告

発

者

 

 

山

川

（

や

ま

か

わ

）
（

５

３

）
…

宅

配

運

転

手

。

 

 

宮

原
（

み

や

は

ら

）（

６

１

）…

ワ

イ

ド

シ

ョ

ー

 

司

会

者

 

澤

田
（

さ

わ

だ

）（

２

８

）…

ワ

イ

ド

シ

ョ

ー

 
ア

シ

ス

タ

ン

ト

 

平

木
（

ひ

ら

き

）（

３

７

）…

ワ

イ

ド

シ

ョ

ー

 

現

地

レ

ポ

ー

タ

ー

 

小

田

島
（

お

だ

じ

ま

）（

６

６

）…

ワ

イ

ド

シ

ョ

ー

 

コ

メ

ン

テ

ー

タ

ー

 

 

司

会

（

４

６

）

…

佐

藤

市

長

の

記

者

会

見

司

会

者

 

後

藤

（

ご

と

う

）
（

３

３

）

…

記

者

 

佐

藤

を

遮

る

 

麦

林
（

む

ぎ

ば

や

し

）（

３

４

）…

毎

朝

新

聞

 

女

性
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記

者

 

立

石
（

た

て

い

し

）（

３

１

）…

大

日

本

テ

レ

ビ

記

者

 
大

友
（

お

お

と

も

）（

４

５

）…

日

刊

ア

ル

プ

ス

記

者

 

藤

野

（

ふ

じ

の

）
（

４

４

）

…

共

同

プ

レ

ス

記

者

 

日

野
（

ひ

の

）（

３

５

）…

Ｓ

Ｂ

Ｓ

首

都

圏

テ

レ

ビ

記

者

 

横

山

 

一

郎

（

よ

こ

や

ま

・

い

ち

ろ

う

）
（

６

８

）

…

フ

リ

ー

の

記

者

 

 

田

島

（

た

じ

ま

）

…

佐

藤

の

主

治

医

 

看

護

師

３

名

 

 

警

察

官

Ａ

、

Ｂ

 

警

察

署

長

…

記

者

会

見

対

応

 

公

用

車

の

運

転

手

 

秘

書

 

新

聞

読

者

 

記

者

多

数
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【

あ

ら

す

じ

】

 

東

京

都

牛

崎

市

・

企

画

部

長

の

飯

山

光

吉

が

、

同

市

市

長

の

佐

藤

真

の

パ

ワ

ハ

ラ

行

為

を

告

発

し

、

姿

を

消

す

。

佐

藤

は

、

ま

ず

は

飯

山

と

の

認

識

合

わ

せ

の

必

要

性

を

強

調

す

る

。

 

し

か

し

、

警

察

の

捜

索

で

、

山

中

で

飯

山

の

靴

だ

け

が

発

見

さ

れ

る

に

至

り

、

記

者

た

ち

の

佐

藤

へ

の

追

求

が

激

し

く

な

る

。

 

佐

藤

は

記

者

へ

の

対

応

を

続

け

る

が

、

ス

ト

レ

ス

性

の

急

性

心

不

全

を

発

症

し

、

入

院

す

る

。

し

か

し

、

他

の

職

員

へ

の

影

響

を

考

え

て

、

詳

細

は

伏

せ

た

た

め

、

返

っ

て

記

者

か

ら

疑

問

を

持

た

れ

る

。

 

不

調

を

押

し

て

ス

ト

レ

ッ

チ

ャ

ー

で

会

見

場

に

現

れ

た

佐

藤

は

、

記

者

の

取

材

姿

勢

に

疑

問

を

呈

し

、

自

分

に

も

し

も

の

こ

と

が

あ

っ

た

ら

誰

が

責

任

を

取

る

の

か

と

問

い

か

け

る

。

 

そ

の

後

、

飯

山

が

無

事

に

保

護

さ

れ

た

が

、

記

者

た

ち

は

飯

山

に

佐

藤

の

不

調

の

責

任

を

正

す

。

 

２

ヶ

月

後

、

佐

藤

の

名

前

が

新

聞

の

お

く

や

み

欄

に

、

顔

写

真

も

な

く

掲

載

さ

れ

る

。
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○

真

っ

直

ぐ

な

道

路

（

宅

配

：

夕

方

）

 

宅

配

の

運

転

手

の

山

川

が

、

４

ト

ン

ト

ラ

ッ

ク

を

走

ら

せ

て

い

る

。

 
人

気

の

な

い

真

っ

直

ぐ

な

道

。

周

辺

は

森

。

 

山

川

「

…

っ

た

く

、

オ

レ

の

担

当

エ

リ

ア

は

２

つ

に

分

か

れ

ち

ま

っ

て

る

か

ら

、
面

倒

臭

い

ん

だ

よ

な

。

向

こ

う

で

配

っ

た

ら

終

わ

り

な

ん

だ

け

ど

、

日

も

暮

れ

て

来

た

し

。

今

日

中

に

配

達

し

な

い

と

う

る

さ

い

か

ら

、

さ

っ

さ

と

や

ら

な

い

と

。

ホ

ン

ト

外

資

は

人

使

い

が

荒

い

わ

」

 

対

向

車

線

に

ハ

ザ

ー

ド

ラ

ン

プ

を

付

け

た

車

が

路

肩

に

止

ま

っ

て

い

る

。

 

山

川

は

横

目

で

見

る

が

、

そ

の

ま

ま

通

り

過

ぎ

る

。

 

X
 

 
 

 
X

 
 

 
 

X
 

夜

、
山

川

が

運

転

し

て

い

る

ト

ラ

ッ

ク

が

、
対

向

車

線

か

ら

戻

っ

て

く

る

。

 

山

川

「

ふ

う

…

、

今

日

は

こ

れ

で

お

し

ま

い

っ

と

。

さ

っ

さ

と

家

帰

っ

て

、

酒

飲

む

か

」

 

同

じ

場

所

に

、

ハ

ザ

ー

ド

を

付

け

た

車

が

ま
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だ

止

ま

っ

て

い

る

。

 

山

川

「

あ

の

車

、

ま

だ

い

る

の

か

？

 

ず

っ

と

ハ

ザ

ー

ド

点

け

っ

ぱ

な

し

だ

っ

た

ら

、

バ

ッ

テ

リ

ー

が

上

が

っ

ち

ま

う

ぞ

。

運

ち

ゃ

ん

に

教

え

と

く

か

」

 

山

川

は

、

そ

の

車

の

後

に

ト

ラ

ッ

ク

を

止

め

る

。

 

ヘ

ッ

ド

ラ

イ

ト

に

照

ら

さ

れ

た

ナ

ン

バ

ー

プ

レ

ー

ト

に

「

わ

」

の

文

字

。
 

山

川

「

レ

ン

タ

カ

ー

か

…

。

だ

っ

た

ら

余

計

に

、

だ

な

」

 

山

川

は

車

を

降

り

、

中

を

覗

き

込

む

。

 

山

川

「

誰

も

い

な

い

な

…

」

 

山

川

は

運

転

席

に

、

一

通

の

封

筒

を

見

つ

け

る

。

 

封

筒

に

は

「

佐

藤

真

市

長

の

パ

ワ

ハ

ラ

を

告

発

す

る

。
身

の

危

険

を

感

じ

る

の

で

、
探

さ

な

い

て

下

さ

い

」

と

書

い

て

あ

る

。

 

山

川
「

⁉︎

 

こ

り

ゃ

、
ヤ

バ

い

な

。
警

察

に

連

絡

し

な

い

と

」

 

山

川

は

、
そ

の

場

で

１

１

０

番

通

報

を

す

る

。 
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山

川

「

も

し

も

し

、

警

察

で

す

か

？

 

乗

り

捨

て

て

あ

っ

た

レ

ン

タ

カ

ー

に

変

な

封

筒

が

置

い

て

あ

り

ま

し

て

。

は

い

。

場

所

は

…

」

 

X
 

 
 

 
X

 
 

 
 

X
 

パ

ト

カ

ー

が

到

着

す

る

。

 

警

察

官

が

２

名

、

降

り

て

く

る

。

 

警

察

官

Ａ
「

あ

な

た

が

、
通

報

さ

れ

た

方

で

す

か

？

」

 

山

川

「

は

い

。

山

川

と

言

い

ま

す

」
 

警

察

官

Ａ

「

何

が

あ

っ

た

か

、

状

況

を

説

明

し

て

頂

け

ま

す

か

？

 

最

初

か

ら

」

 

山

川

「

は

い

。

夕

方

に

配

達

す

る

時

に

、

こ

の

車

を

見

つ

け

た

の

で

す

が

…

」

 

運

転

手

が

状

況

を

説

明

す

る

。

 

 

○

牛

崎

市

 

市

庁

舎

玄

関

（

朝

）

 

佐

藤

真

が

公

用

車

で

当

庁

し

て

く

る

。

 

佐

藤

が

公

用

車

か

ら

降

り

て

、

玄

関

に

向

か

う

。

マ

ス

コ

ミ

が

玄

関

で

待

ち

構

え

る

。

 

歩

い

て

い

る

佐

藤

に

マ

イ

ク

や

Ｉ

Ｃ

レ

コ

ー

ダ

ー

を

向

け

な

が

ら

、
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後

藤

「

市

長

！

 

市

長

へ

の

パ

ワ

ハ

ラ

告

発

文

書

を

残

し

て

、

行

方

不

明

に

な

っ

て

い

る

方

が

い

る

と

い

う

話

は

本

当

な

の

で

し

ょ

う

か

？

」

 

麦

林

「

そ

の

告

発

文

書

に

身

の

危

険

を

感

じ

る

と

書

い

て

あ

っ

た

と

の

情

報

も

あ

り

ま

す

。

市

長

が

反

社

な

ど

と

関

わ

り

が

あ

る

の

で

は

な

い

の

で

す

か

？

」

 

立

石

「

市

長

！

 

一

言

お

願

い

し

ま

す

！

」

 

佐

藤

は

、

記

者

た

ち

の

方

を

向

く

。

 

佐

藤

「

そ

の

よ

う

な

事

実

が

あ

っ

た

こ

と

は

承

知

し

て

い

ま

す

。

た

だ

、

反

社

な

ど

と

の

繋

が

り

は

あ

り

ま

せ

ん

」

 

佐

藤
「

警

察

の

捜

査

に

は

全

面

的

に

協

力

致

し

ま

す

」 

 

○

ワ

イ

ド

シ

ョ

ー
（

以

下

、
ワ

イ

ド

シ

ョ

ー

内

）（

昼

）

 

宮

原

「

次

は

、

パ

ワ

ハ

ラ

を

告

発

さ

れ

た

、

牛

崎

市

の

佐

藤

市

長

の

問

題

で

す

が

、

何

か

進

展

が

あ

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

？

 

取

材

し

て

い

る

平

木

レ

ポ

ー

タ

ー

を

呼

ん

で

見

ま

し

ょ

う

。

平

木

さ

ん

？

」

 

（

市

役

所

前

）
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平

木

「

は

い

。

平

木

で

す

。

私

は

今

、

朝

か

ら

牛

崎

市

役

所

の

前

に

い

ま

す

。

佐

藤

市

長

の

パ

ワ

ハ

ラ

疑

惑

に

つ

い

て

、

職

員

の

方

に

お

話

を

聞

こ

う

と

し

た

の

で

す

が

、

み

な

さ

ん

う

つ

む

い

て

足

早

に

市

役

所

に

入

っ

て

行

き

ま

し

た

。

市

の

広

報

に

も

問

い

合

わ

せ

た

の

で

す

が

、

コ

メ

ン

ト

は

差

し

控

え

る

と

い

う

こ

と

で

す

」
 

（

ワ

イ

ド

シ

ョ

ー

）

 

宮

原

「

警

察

か

ら

の

情

報

は

あ

り

ま

す

か

？

」

 

（

市

役

所

前

）

 

平

木

「

は

い

。

警

察

で

は

現

場

に

乗

り

捨

て

て

あ

っ

た

、

告

発

者

が

乗

っ

て

い

た

と

思

わ

れ

る

レ

ン

タ

カ

ー

の

貸

し

出

し

履

歴

か

ら

、

行

方

不

明

者

の

特

定

は

出

来

て

い

る

と

し

て

い

ま

す

。

た

だ

、

告

発

文

書

に

『

身

の

危

険

を

感

じ

て

い

る

』

と

の

文

言

が

あ

っ

た

こ

と

か

ら

、

氏

名

を

明

ら

か

に

し

て

い

ま

せ

ん

」

 

（

ワ

イ

ド

シ

ョ

ー

）

 

宮

原

「

で

は

、

警

察

は

こ

れ

か

ら

ど

の

よ

う

な

対

応

を

す

る

こ

と

に

な

る

の

で

し

ょ

う

か

？

」
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（

市

役

所

前

）

 

平

木

「

警

察

で

は

、

付

近

の

森

林

に

隠

れ

て

い

る

可

能

性

も

考

え

、

捜

索

隊

を

出

す

と

と

も

に

、

告

発

者

に

対

し

て

は

警

察

に

出

頭

し

、

保

護

を

求

め

る

よ

う

呼

び

か

け

て

い

ま

す

」

 

（

ワ

イ

ド

シ

ョ

ー

）

 

宮

原

「

そ

う

す

る

と

、

こ

の

告

発

内

容

の

真

偽

に

つ

い

て

は

、

ま

だ

分

か

っ

て

い

な

い

と

い

う

こ

と

で

す

か

？

」

 

（

市

役

所

前

）

 

平

木

「

は

い

。

少

な

く

と

も

、

今

の

と

こ

ろ

は

分

か

っ

て

い

な

い

状

況

で

す

。

で

す

が

、

警

察

へ

の

取

材

に

よ

る

と

、

告

発

内

容

に

市

の

職

員

し

か

知

り

得

な

い

情

報

が

あ

っ

た

と

し

て

、

職

員

か

ら

の

内

部

告

発

の

可

能

性

が

高

い

と

見

て

い

ま

す

」

 

（

ワ

イ

ド

シ

ョ

ー

）

 

宮

原

「

分

か

り

ま

し

た

。

で

は

、

こ

の

件

に

関

し

て

の

、

佐

藤

市

長

の

記

者

会

見

な

ど

は

予

定

さ

れ

て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

？

」

 

（

市

役

所

前

）
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平

木

「

定

例

の

会

見

が

、

明

後

日

行

わ

れ

る

予

定

で

す

。

そ

の

際

に

何

か

言

及

が

あ

る

も

の

と

思

わ

れ

ま

す

」
 

（

ワ

イ

ド

シ

ョ

ー

）

 

宮

原

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

引

き

続

き

取

材

を

お

願

い

し

ま

す

」
 

宮

原

「

小

田

島

さ

ん

、

こ

の

件

、

ど

う

お

感

じ

に

な

り

ま

す

か

？

」

 

小

田

島

「

そ

う

で

す

ね

。

告

発

文

書

の

真

偽

の

ほ

ど

は

分

か

ら

な

い

と

の

こ

と

で

す

が

、

告

発

し

た

方

の

『

身

の

危

険

を

感

じ

る

』

と

い

う

と

こ

ろ

が

気

に

な

り

ま

す

ね

。

そ

れ

ほ

ど

の

覚

悟

を

持

っ

て

今

回

の

行

動

に

出

た

訳

で

す

か

ら

、

私

の

感

じ

で

は

信

憑

性

は

あ

る

の

で

は

な

い

か

と

思

い

ま

す

」

 

宮

原

「

そ

う

で

す

ね

。

い

ず

れ

に

せ

よ

、

市

長

が

記

者

会

見

で

ど

の

よ

う

に

説

明

さ

れ

る

の

か

、

見

守

り

た

い

と

思

い

ま

す

」

 

 

○

記

者

会

見

場

（

昼

）

 

舞

台

に

は

演

壇

、
後

に

は
『

牛

崎

市

』
の

よ

く
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あ

る

市

松

模

様

の

看

板

。

 

司

会
「

そ

れ

で

は

、
定

例

の

記

者

会

見

を

始

め

ま

す

。

ま

ず

市

長

か

ら

お

話

頂

き

、

そ

の

後

、

質

疑

応

答

を

行

い

ま

す

。
そ

れ

で

は

市

長

、
ご

登

壇

下

さ

い

」

 

佐

藤

が

演

壇

に

立

つ

。

 

佐

藤

が

軽

く

礼

を

す

る

。

 

佐

藤

「

そ

れ

で

は

、

よ

ろ

し

く

お

願

い

致

し

ま

す

」

 

佐

藤

「

ま

ず

、

ふ

る

さ

と

納

税

の

返

礼

品

に

つ

き

ま

し

て

、

新

た

に

品

目

を

５

品

目

追

加

す

る

こ

と

を

決

め

ま

し

た

。

詳

細

は

お

手

元

の

資

料

に

あ

り

ま

す

の

で

、

ご

覧

下

さ

い

」

 

各

記

者

が

イ

ラ

っ

と

す

る

。

 

佐

藤

「

次

に

、

市

職

員

へ

の

カ

ス

タ

マ

ー

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

対

策

に

つ

い

て

で

す

が

…

」

 

記

者

の

後

藤

が

市

長

の

発

言

を

遮

る

。

 

後

藤

「

市

長

！

 

今

日

私

た

ち

が

聞

き

た

い

の

は

、

カ

ス

ハ

ラ

の

話

で

は

な

く

、

市

長

へ

の

パ

ワ

ハ

ラ

疑

惑

に

つ

い

て

で

す

。

そ

れ

以

外

の

件

は

、

後

で

資

料

を

見

ま

す

か

ら

、

そ

の

件

に

絞

っ

て

お

話

し

下

さ

い

」
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記

者

た

ち

が

ざ

わ

つ

く

。

 

佐

藤

「

…

分

か

り

ま

し

た

」

 
佐

藤

「

私

へ

の

パ

ワ

ハ

ラ

を

告

発

し

た

文

書

の

件

に

つ

き

ま

し

て

は

、

警

察

か

ら

市

へ

の

協

力

要

請

が

あ

り

、

対

応

し

ま

し

た

。

結

果

と

し

て

、

市

の

職

員

が

作

成

し

た

も

の

と

認

め

ら

れ

る

と

の

こ

と

で

し

た

。

で

す

が

、

告

発

し

た

職

員

の

安

全

面

に

配

慮

し

、

お

名

前

は

差

し

控

え

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。

私

が

把

握

し

て

い

る

事

実

は

そ

れ

だ

け

で

す

」

 

佐

藤

は

司

会

者

の

方

に

目

線

で

合

図

す

る

。

 

司

会

「

そ

れ

で

は

、

質

疑

に

入

ら

せ

て

頂

き

ま

す

。

ご

質

問

の

あ

る

方

は

、

挙

手

を

お

願

い

し

ま

す

。

私

の

方

で

指

名

し

ま

す

の

で

、

所

属

と

お

名

前

を

お

話

し

頂

い

て

か

ら

、

ご

質

問

下

さ

い

。

で

は

、

ど

う

ぞ

」

 

記

者

数

名

が

手

を

挙

げ

る

。

 

司

会

「

で

は

、

そ

ち

ら

の

青

の

Ｙ

シ

ャ

ツ

の

方

」

 

麦

林

「

毎

朝

新

聞

の

麦

林

と

申

し

ま

す

。

こ

の

パ

ワ

ハ

ラ

疑

惑

に

つ

い

て

、

市

長

と

し

て

は

パ

ワ

ハ

ラ

が

あ

っ

た

と

の

認

識

で

す

か

？

」
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佐

藤

「

ま

ず

、

告

発

さ

れ

た

職

員

の

一

刻

も

早

い

保

護

を

お

祈

り

し

ま

す

」

 
佐

藤

「

ご

質

問

の

件

で

す

が

、

私

と

し

ま

し

て

は

パ

ワ

ハ

ラ

と

の

認

識

は

あ

り

ま

せ

ん

し

、

私

の

ど

う

い

う

行

為

が

パ

ワ

ハ

ラ

だ

っ

た

の

か

も

分

か

り

ま

せ

ん

。

た

だ

、

こ

う

い

う

事

柄

と

い

う

の

は

、

行

為

を

受

け

た

側

の

認

識

と

い

う

の

も

あ

り

ま

す

。

で

す

の

で

、

そ

の

告

発

し

た

職

員

と

の

認

識

合

わ

せ

を

行

い

、

結

論

を

出

す

形

に

な

る

で

あ

ろ

う

と

思

い

ま

す

」

 

司

会

が

当

て

る

。

 

立

石

「

大

日

本

テ

レ

ビ

の

立

石

と

申

し

ま

す

。

た

だ

い

ま

市

長

は

『

職

員

と

の

認

識

合

わ

せ

を

行

う

』

と

お

っ

し

ゃ

り

ま

し

た

が

、

そ

の

職

員

が

現

在

、

行

方

不

明

に

な

っ

て

い

ま

す

。

疑

惑

の

結

論

を

出

す

の

は

、

そ

の

職

員

の

所

在

が

明

ら

か

に

な

っ

て

か

ら

と

い

う

こ

と

で

す

か

？

」

 

佐

藤

「

み

な

さ

ん

に

き

ち

ん

と

し

た

お

話

を

す

る

た

め

に

は

、
そ

う

い

う

こ

と

に

な

る

か

と

思

い

ま

す

」 

記

者

が

ざ

わ

つ

く

。
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司

会

が

当

て

る

。

 

大

友

「

日

刊

ア

ル

プ

ス

の

大

友

で

す

。

し

か

し

、

そ

の

職

員

が

い

つ

保

護

さ

れ

る

か

分

か

り

ま

せ

ん

し

、

『

身

の

危

険

を

感

じ

て

』

い

る

と

い

う

こ

と

は

、

そ

の

職

員

が

告

発

し

た

内

容

は

事

実

な

の

で

は

な

い

で

す

か

？

」

 

佐

藤

「

で

す

の

で

、

お

話

し

し

て

い

ま

す

よ

う

に

、

認

識

合

わ

せ

が

必

要

だ

と

い

う

こ

と

で

す

」

 

司

会

が

当

て

る

。

 

藤

野

「

共

同

プ

レ

ス

の

藤

野

で

す

。

職

員

が

『

身

の

危

険

を

感

じ

て

』

い

る

と

い

う

こ

と

は

、

市

長

が

何

か

し

ら

の

圧

力

を

か

け

て

い

る

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

？

」

 

佐

藤

「

そ

う

い

う

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

。

私

が

職

員

の

み

な

さ

ん

に

身

の

危

険

を

感

じ

さ

せ

る

よ

う

な

圧

力

を

掛

け

ら

れ

る

訳

が

あ

り

ま

せ

ん

」

 

司

会

が

当

て

る

。

 

日

野

「

首

都

圏

テ

レ

ビ

の

日

野

で

す

。

し

か

し

、

今

日

の

朝

、

登

庁

し

て

来

る

職

員

の

方

に

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

し

よ

う

と

し

て

も

、

ど

な

た

に

も

答

え

て

頂
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け

ま

せ

ん

。

本

当

に

圧

力

を

か

け

て

い

な

い

の

で

す

か

？

」

 
佐

藤

「

他

の

職

員

の

み

な

さ

ん

に

も

圧

力

を

か

け

る

よ

う

な

事

は

し

て

お

り

ま

せ

ん

。
い

ず

れ

に

せ

よ

、

当

該

職

員

の

保

護

を

待

た

な

い

と

、

結

論

に

つ

い

て

は

お

答

え

出

来

ま

せ

ん

」

 

司

会

が

当

て

る

。

 

後

藤

「

そ

れ

で

は

、

職

員

と

の

認

識

合

わ

せ

が

な

さ

れ

て

、

市

長

が

パ

ワ

ハ

ラ

だ

と

認

め

ら

れ

た

場

合

は

、

そ

の

責

任

を

取

る

お

つ

も

り

が

あ

る

の

で

す

か

？

」

 

佐

藤

「

お

っ

し

ゃ

る

通

り

で

す

。

と

に

か

く

、

職

員

が

早

く

保

護

さ

れ

る

こ

と

を

祈

っ

て

い

ま

す

」

 

 

○

新

聞

読

者

の

自

宅

（

昼

）

 

テ

ー

ブ

ル

の

上

に

新

聞

を

置

い

て

読

ん

で

い

る

。

 

新

聞

読

者

「

ま

た

、

パ

ワ

ハ

ラ

か

…

、

最

近

多

い

な

ぁ

…

」
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○

レ

ン

タ

カ

ー

が

発

見

さ

れ

た

周

辺

の

山

中
（

夕

方

） 

警

察

が

捜

索

し

て

い

た

時

に

、
川

の

横

に

、
職

員

の

靴

が

置

い

て

あ

る

。

 

警

官

Ａ

「

お

い

！

 

こ

れ

は

、

例

の

職

員

の

靴

じ

ゃ

な

い

か

？

」

 

警

官

Ｂ

は

川

の

方

を

見

な

が

ら

、

 

警

官

Ｂ
「

そ

の

可

能

性

が

高

そ

う

だ

な

…

。
し

か

し

、

場

所

が

良

く

な

い

。

急

い

で

鑑

識

を

呼

ぼ

う

。

あ

と

、

親

族

の

方

を

呼

ん

で

靴

の

確

認

も

」

 

警

官

Ａ

「

了

解

し

ま

し

た

」

 

 

○

警

察

の

記

者

会

見

場

（

そ

の

日

の

夜

）

 

警

察

署

長

が

長

机

に

座

っ

て

い

る

。

 

長

机

に

は

マ

イ

ク

。

記

者

多

数

。

 

カ

メ

ラ

の

フ

ラ

ッ

シ

ュ

が

焚

か

れ

る

。

 

警

察

署

長

「

え

〜

、

行

方

不

明

と

な

っ

て

い

る

、

牛

崎

市

職

員

の

捜

索

に

つ

い

て

、

新

た

な

事

実

が

判

明

し

ま

し

た

の

で

、

お

知

ら

せ

し

ま

す

」

 

警

察

署

長

「

本

日

、

午

後

４

時

頃

、

行

方

不

明

者

が

乗

り

捨

て

た

と

思

わ

れ

る

レ

ン

タ

カ

ー

の

場

所

か
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ら

、

東

方

向

に

５

０

０

ｍ

ほ

ど

入

っ

た

森

林

の

川

岸

に

て

、

行

方

不

明

者

の

も

の

と

思

わ

れ

る

靴

を

発

見

し

ま

し

た

」

 

警

察

署

長

「

こ

れ

を

受

け

ま

し

て

、

警

察

と

し

ま

し

て

は

、

こ

の

事

案

が

緊

急

性

の

高

い

も

の

と

判

断

し

、

ご

家

族

の

ご

了

承

の

上

、

本

案

件

を

公

開

捜

査

と

す

る

こ

と

と

し

ま

し

た

」

 

警

察

署

長

「

行

方

不

明

者

の

氏

名

は

『

飯

山

 

光

吉

』

さ

ん

、

５

６

歳

。

牛

崎

市

市

役

所

勤

務

。

役

職

は

企

画

部

部

長

で

す

」

 

警

察

署

長

「

で

は

、

質

問

を

ど

う

ぞ

」

 

 

○

牛

崎

市

 

市

庁

舎

玄

関

（

朝

）

 

記

者

が

群

が

っ

て

い

る

。

 

佐

藤

が

車

で

乗

り

付

け

る

。

 

佐

藤

が

車

か

ら

降

り

る

。

 

佐

藤

が

市

庁

舎

に

入

っ

て

い

く

。

 

後

藤

「

市

長

！

 

行

方

不

明

の

飯

山

部

長

の

靴

が

見

つ

か

っ

た

そ

う

で

す

ね

？

」

 

麦

林

「

河

岸

に

あ

っ

た

そ

う

じ

ゃ

な

い

で

す

か

！

」
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立

石

「

市

長

、

何

か

お

っ

し

ゃ

っ

て

下

さ

い

！

」

 

佐

藤

は

記

者

の

方

を

向

く

。

 
佐

藤

「

そ

の

件

は

、

警

察

か

ら

ご

連

絡

頂

い

て

把

握

し

て

い

ま

す

。
記

者

会

見

の

準

備

を

し

ま

す

の

で

、

ご

連

絡

を

お

待

ち

下

さ

い

」

 

 

○

記

者

会

見

場

（

昼

）

 

司

会

「

そ

れ

で

は

、

こ

れ

よ

り

警

察

の

捜

査

に

対

す

る

市

役

所

の

対

応

に

つ

い

て

、

記

者

会

見

を

行

い

ま

す

」

 

佐

藤

が

説

明

す

る

。

 

X
 

 
 

 
X

 
 

 
 

X
 

司

会

「

そ

れ

で

は

、

ご

質

問

を

ど

う

ぞ

」

 

司

会

が

記

者

を

当

て

る

。

 

後

藤

「

市

長

の

パ

ワ

ハ

ラ

疑

惑

の

件

で

す

が

、

告

発

し

た

部

長

の

靴

が

河

岸

で

見

つ

か

っ

た

件

は

ご

承

知

で

し

ょ

う

か

？

」

 

佐

藤

「

承

知

し

て

い

ま

す

。

今

、

警

察

の

方

で

周

辺

の

捜

索

を

し

て

い

る

と

聞

い

て

お

り

ま

す

。

部

長

の

一

刻

も

早

い

保

護

を

お

祈

り

し

て

お

り

ま

す

し

、
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私

た

ち

が

協

力

で

き

る

と

こ

ろ

は

全

面

的

に

協

力

し

て

い

く

所

存

で

す

」

 

麦

林

が

続

け

て

、

 

麦

林

「

こ

れ

で

も

、

パ

ワ

ハ

ラ

疑

惑

を

否

定

さ

れ

る

の

で

す

か

？

」
 

佐

藤

「

以

前

に

も

お

話

し

た

よ

う

に

、

飯

山

部

長

と

認

識

合

わ

せ

を

し

て

、

結

論

を

出

す

と

い

う

考

え

に

変

わ

り

は

あ

り

ま

せ

ん

」

 

司

会

が

立

石

を

当

て

る

。

 

立

石

「

私

ど

も

の

警

察

へ

の

取

材

か

ら

、

状

況

と

し

て

部

長

に

最

悪

の

事

態

が

起

き

た

こ

と

も

考

え

ら

れ

ま

す

。

そ

の

場

合

は

、

ど

う

さ

れ

る

お

つ

も

り

で

す

か

？

」

 

佐

藤
「

そ

う

い

う

状

況

は

考

え

た

く

あ

り

ま

せ

ん

が

、

パ

ワ

ハ

ラ

疑

惑

に

つ

い

て

は

、

ま

ず

、

認

識

合

わ

せ

を

…

」

 

大

友

が

市

長

の

発

言

を

遮

る

。

 

大

友

「

市

長

！

 

人

の

命

に

関

わ

る

こ

と

か

も

知

れ

な

い

ん

で

す

よ

⁉︎

 

そ

ん

な

呑

気

な

こ

と

を

言

っ

て

い

て

も

い

い

の

で

す

か

！

」
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藤

野
「

そ

う

で

す

！

 

も

し

も

の

こ

と

が

あ

っ

た

ら

、

ど

う

責

任

を

取

ら

れ

る

お

つ

も

り

な

ん

で

す

か

⁉︎

」 
佐

藤

「
…

」

 

日

野

「

部

長

は

『

身

の

危

険

』

と

お

っ

し

ゃ

っ

て

い

ま

す

よ

ね

⁉︎

 
認

識

の

ず

れ

が

あ

っ

た

と

し

て

も

、

そ

う

思

わ

せ

た

の

は

市

長

で

は

な

い

の

で

す

か

⁉︎

 

そ

の

責

任

を

ど

の

よ

う

に

お

考

え

な

の

で

す

か

⁉︎

」 

佐

藤

「

で

す

か

ら

、

先

ほ

ど

か

ら

お

話

し

て

い

ま

す

よ

う

に

、

ま

ず

は

認

識

を

合

わ

せ

る

こ

と

が

必

要

だ

と

…

」

 

日

野
「

市

長

！

 

私

た

ち

は

市

長

の

認

識

で

は

な

く

、

事

実

関

係

を

聞

い

て

い

る

ん

で

す

よ

⁉︎

 

部

長

の

告

発

文

書

が

正

し

い

か

ど

う

か

と

い

う

こ

と

を

！

」 

佐

藤

「

…

」

 

栗

本

「

先

ほ

ど

か

ら

市

長

は

、

何

を

他

人

事

の

よ

う

に

お

っ

し

ゃ

っ

て

い

る

の

で

す

か

⁉︎

 

ご

自

身

の

職

員

の

方

が

身

の

危

険

を

感

じ

て

ま

で

も

、

訴

え

て

い

る

話

で

し

ょ

う

⁉︎

 

当

事

者

意

識

が

無

さ

す

ぎ

で

す

よ

！

」

 

横

山

一

郎

「

裏

で

揉

み

消

そ

う

と

し

て

る

ん

じ

ゃ

な
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い

の

か

⁉︎

 

お

前

、

反

社

の

親

分

だ

ろ

！

」

 

佐

藤

の

表

情

が

曇

る

。

 
佐

藤

「
…

」

 
記

者

会

見

の

様

子

が

続

く

。

 

X
 

 
 

 
X

 
 

 
 

X
 

（

別

の

日

）

 

佐

藤

市

長

の

ぶ

ら

下

が

り

取

材

。

 

多

数

の

マ

イ

ク

を

向

け

ら

れ

な

ら

話

す

。

 

記

者

は

詰

め

寄

る

。

 

X
 

 
 

 
X

 
 

 
 

X
 

（

ま

た

別

の

日

）

 

次

の

記

者

会

見

の

様

子

に

な

る

。

 

佐

藤

市

長

が

説

明

し

て

い

る

。

 

記

者

が

手

を

挙

げ

て

、

立

っ

て

市

長

を

指

差

し

、

オ

ー

バ

ー

ア

ク

シ

ョ

ン

で

質

問

し

て

い

る

。

市

長

は

少

し

や

つ

れ

て

い

る

。

 

X
 

 
 

 
X

 
 

 
 

X
 

（

ま

た

ま

た

別

の

日

）

 

再

び

、

佐

藤

市

長

の

ぶ

ら

さ

が

り

取

材

。

 

市

長

の

後

ろ

か

ら

も

Ｉ

Ｃ

レ

コ

ー

ダ

ー

が

顔
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の

前

に

出

さ

れ

る

。
市

長

は

や

つ

れ

て

い

る

。 

X
 

 
 

 
X

 
 

 
 

X
 

再

び

、
記

者

会

見

。
市

長

は

か

な

り

や

つ

れ

て

い

る

。
 

 

○

市

長

の

公

用

車

（

夜

）
 

佐

藤

は

公

用

車

に

乗

り

込

む

。

 

佐

藤

「

ふ

ぅ

…

」

 

佐

藤

は

ネ

ク

タ

イ

を

緩

め

る

。
 

運

転

手

「

市

長

…

、

大

変

で

す

ね

」

 

佐

藤

「

え

え

。

は

っ

き

り

し

て

い

な

い

こ

と

が

多

い

の

で

。

下

手

に

否

定

を

す

れ

ば

、

部

長

に

迷

惑

が

か

か

る

こ

と

に

な

り

か

ね

ま

せ

ん

か

ら

、

慎

重

に

な

ら

ざ

る

を

得

な

い

ん

で

す

。

こ

ち

ら

の

言

い

分

だ

け

を

記

者

の

み

な

さ

ん

に

お

伝

え

し

て

も

…

、

と

。
そ

の

辺

り

を

ご

理

解

頂

き

た

い

の

で

す

が

…

」 

X
 

 
 

 
X

 
 

 
 

X
 

佐

藤

の

家

の

前

に

到

着

す

る

。

 

運

転

手

「

お

疲

れ

さ

ま

で

し

た

」

 

佐

藤

「

あ

り

が

と

う

、

お

疲

れ

さ

ま

」
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佐

藤

が

車

を

降

り

る

た

め

に

ド

ア

を

開

け

た

時

に

、

車

の

外

に

倒

れ

る

。

 
佐

藤

「

う

う

っ

…

」

 

運

転

手

「

市

長

、

大

丈

夫

で

す

か

⁉︎

 

し

っ

か

り

し

て

下

さ

い

。

市

長

！

」

 

 

○

記

者

会

見

場

（

翌

日

：

昼

）
 

司

会

「

マ

ス

コ

ミ

の

み

な

さ

ま

、

大

変

申

し

訳

ご

ざ

い

ま

せ

ん

。

佐

藤

市

長

は

体

調

が

悪

く

、

本

日

の

会

見

は

中

止

と

致

し

ま

す

」

 

後

藤

「

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

下

さ

い

。

そ

ん

な

急

に

言

わ

れ

て

も

困

り

ま

す

。

な

ぜ

、

も

っ

と

早

く

連

絡

を

も

ら

え

な

か

っ

た

で

す

か

？

」

 

司

会

「

す

い

ま

せ

ん

、

私

ど

も

が

聞

い

た

の

も

急

で

し

た

の

で

…

」

 

麦

林
「

体

調

不

良

な

ら

、
診

断

書

を

見

せ

て

下

さ

い

。

あ

る

ん

で

し

ょ

う

？

」

 

司

会

「

そ

れ

は

…

、

私

ど

も

も

把

握

し

て

お

り

ま

せ

ん

の

で

…

。

申

し

訳

あ

り

ま

せ

ん

が

…

」

 

立

石

「

何

も

分

か

ら

な

い

で

は

、

こ

ち

ら

も

何

も

分
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か

ら

な

い

で

す

よ

。

せ

め

て

最

低

限

の

説

明

を

し

て

下

さ

い

」

 
司

会

「

申

し

訳

あ

り

ま

せ

ん

が

、

こ

ち

ら

も

本

当

に

何

も

分

か

ら

な

い

も

の

で

す

か

ら

…

。

そ

れ

で

は

失

礼

し

ま

す

」
 

司

会

が

退

出

す

る

。

 

大

友

「

…

体

調

不

良

で

ド

タ

キ

ャ

ン

し

て

お

い

て

、

診

断

書

も

出

せ

な

い

っ

て

…
」

 

藤

野

「

な

ん

か

…

、

な

あ

」

 

日

野

「

そ

う

そ

う

」

 

記

者

た

ち

は

渋

い

顔

。

 

 

○

ワ

イ

ド

シ

ョ

ー

（

昼

）

 

宮

原

「

…

と

い

う

こ

と

で

、

市

長

は

体

調

不

良

で

、

会

見

を

キ

ャ

ン

セ

ル

と

の

こ

と

で

す

。

し

か

し

、

こ

う

言

っ

て

は

何

で

す

が

、

ち

ょ

っ

と

…

。

小

田

島

さ

ん

、

ど

う

思

わ

れ

ま

す

か

？

」

 

小

田

島

「

市

長

の

容

態

に

つ

い

て

は

、

何

と

も

言

え

な

い

と

こ

ろ

で

は

あ

る

の

で

失

礼

な

言

い

方

に

な

っ

て

し

ま

う

の

で

す

が

…

、

よ

く

、

国

会

議

員

が
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疑

惑

を

追

及

さ

れ

て

、

入

院

っ

て

こ

と

が

あ

り

ま

す

よ

ね

？

」

 
宮

原

「

あ

り

ま

す

ね

」

 

小

田

島

「

あ

れ

も

個

人

的

に

は

疑

問

に

思

う

と

こ

ろ

は

あ

る

の

で

す

が

、

今

回

は

そ

れ

に

近

い

感

じ

が

…

」

 

宮

原

「

そ

う

で

す

ね

。

そ

れ

に

今

回

は

診

断

書

が

出

せ

な

い

と

い

う

と

こ

ろ

が

余

計

に
…

」

 

小

田

島
「

…

は

い

、
そ

の

辺

り

も

気

に

な

り

ま

す

ね

」

 

宮

原

「

い

ず

れ

に

し

ま

し

て

も

新

し

い

情

報

が

入

り

次

第

、

お

伝

え

致

し

ま

す

」

 

 

○

市

役

所

内

の

記

者

ク

ラ

ブ

控

室

（

数

日

後

：

昼

）

 

控

室

に

記

者

数

名

が

待

機

し

て

い

る

。

 

機

材

も

運

び

込

ま

れ

て

い

る

。

 

秘

書

が

ノ

ッ

ク

し

て

、

ド

ア

を

開

け

る

。

 

秘

書

「

記

者

の

み

な

さ

ん

、

本

日

夜

１

０

時

か

ら

、

市

長

が

会

見

を

開

く

こ

と

に

な

り

ま

し

た

の

で

お

知

ら

せ

し

ま

す

」

 

後

藤

が

立

ち

上

が

る

。
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後

藤

「

夜

１

０

時

か

ら

で

す

か

？

 

体

調

の

問

題

で

す

か

？

 

も

う

少

し

早

く

な

り

ま

せ

ん

か

？

」

 
秘

書

「

す

い

ま

せ

ん

。

市

長

か

ら

、

こ

の

時

間

で

な

い

と

都

合

が

悪

い

と

の

こ

と

で

…

。

秘

書

の

私

も

詳

し

い

こ

と

は

承

知

し

て

お

り

ま

せ

ん

。

ご

容

赦

下

さ

い

」

 

後

藤

「

市

長

は

、

必

ず

会

見

を

開

く

と

言

っ

て

る

ん

で

す

よ

ね

？

」

 

秘

書

「

は

い

。

必

ず

開

く

と

申

し

て

お

り

ま

す

。

そ

れ

で

は

失

礼

し

ま

す

」

 

秘

書

が

控

室

か

ら

去

る

。

 

麦

林

「

…

お

い

、

い

く

ら

何

で

も

…

」

 

立

石

「

で

も

、

や

る

っ

て

い

う

ん

だ

か

ら

…

」

 

藤

野

「

診

断

書

も

ま

だ

出

て

な

い

し

…

」

 

日

野

が

立

ち

上

が

る

。

 

日

野

「

い

ず

れ

に

せ

よ

、

出

な

き

ゃ

い

け

な

い

こ

と

に

は

変

わ

り

な

い

し

。

デ

ス

ク

に

残

業

の

申

請

を

し

て

お

か

な

い

と

」

 

記

者

た

ち

は

控

室

で

準

備

を

始

め

る

。
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○

記

者

会

見

場

（

夜

）

 

演

台

と

後

の

市

松

模

様

の

壁

が

あ

る

。

 
司

会

「

遅

い

時

間

に

お

集

ま

り

頂

き

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

そ

れ

で

は

、

今

か

ら

市

長

の

記

者

会

見

を

行

い

ま

す

。

市

長

の

方

は

、

ま

だ

体

調

が

思

わ

し

く

な

い

た

め

、

会

見

の

時

間

は

１

０

分

と

さ

せ

て

頂

き

ま

す

」

 

記

者

が

お

互

い

に

顔

を

見

合

わ

せ

て

、

ざ

わ

つ

く

。

 

後

藤
「

こ

れ

だ

け

待

っ

て

、
た

っ

た

１

０

分

な

の

か

？

」 

麦

林

「

ま

っ

た

く

勝

手

過

ぎ

る

ん

じ

ゃ

な

い

か

？

」

 

会

見

場

の

外

。

 

秘

書

が

、

市

長

を

見

下

ろ

し

て

い

る

。

 

秘

書

「

市

長

、

よ

ろ

し

い

の

で

す

か

？

」

 

佐

藤

（

声

）
「

構

い

ま

せ

ん

。

お

願

い

し

ま

す

」

 

会

見

場

内

。

 

司

会

「

そ

れ

で

は

、

佐

藤

市

長

、

お

入

り

下

さ

い

」

 

演

台

が

職

員

二

人

に

持

ち

上

げ

ら

れ

て

、

向

か

っ

て

右

に

避

け

ら

れ

る

。

 

記

者

が

、

演

題

を

目

で

追

い

な

が

ら

不

思

議
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そ

う

に

見

て

い

る

。

 

左

の

扉

か

ら

、

ド

ク

タ

ー

が

入

っ

て

く

る

。

 

そ

の

後

に

、

看

護

師

３

人

が

動

か

す

ス

ト

レ

ッ

チ

ャ

ー

に

乗

っ

て

、

点

滴

と

酸

素

吸

引

器

を

付

け

た

佐

藤

が

現

れ

る

。

 

会

場

が

静

ま

り

返

る

。

 

市

長

が

、

ド

ク

タ

ー

の

方

を

向

く

。

 

市

長

「

ド

ク

タ

ー

、

お

願

い

し

ま

す

」

 

田

島
（

ド

ク

タ

ー

）「

私

は

、
佐

藤

市

長

の

主

治

医

を

務

め

て

お

り

ま

す

田

島

と

申

し

ま

す

。

市

長

の

容

態

に

つ

い

て

、

簡

単

に

説

明

さ

せ

て

頂

き

ま

す

」

 

田

島

「

市

長

は

５

日

前

の

夜

、

自

宅

前

で

社

用

車

を

降

り

よ

う

と

し

た

際

に

、

倒

れ

て

私

ど

も

の

病

院

に

救

急

搬

送

さ

れ

ま

し

た

。

病

名

は

ス

ト

レ

ス

性

の

急

性

心

不

全

で

す

。

容

態

は

専

門

用

語

で

申

し

ま

す

と

、

Ｎ

Ｙ

Ｈ

Ａ

３

か

ら

４

、

安

静

時

は

無

症

状

で

す

が

、

い

つ

発

作

が

起

き

て

も

お

か

し

く

な

い

状

態

で

す

」

 

記

者

た

ち

「

…

」

 

田

島

「

私

は

医

者

の

立

場

と

し

て

、

今

回

の

記

者

会
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見

を

開

く

こ

と

を

控

え

る

よ

う

に

強

く

助

言

し

ま

し

た

。

で

す

が

、

ご

本

人

の

意

思

が

固

く

、

私

の

付

き

添

い

と

短

時

間

を

条

件

と

し

て

、

許

可

を

し

た

次

第

で

す

。

以

上

で

ご

ざ

い

ま

す

」

 

司

会
「

そ

れ

で

は

、
時

間

が

限

ら

れ

て

い

ま

す

の

で

、

お

早

め

に

ご

質

問

の

方

、

お

願

い

致

し

ま

す

」

 

シ

ー

ン

と

な

る

会

場

。
 

後

藤

が

手

を

挙

げ

、

司

会

が

当

て

る

。

 

後

藤

「

市

長

。

な

ぜ

、

こ

の

時

間

に

会

見

を

設

定

し

た

の

で

す

か

？

 

そ

れ

ほ

ど

容

態

が

悪

い

の

で

し

た

ら

、

も

っ

と

早

い

時

間

に

…

」

 

佐

藤

「

…

田

島

先

生

は

、

外

来

も

担

当

し

て

お

ら

れ

ま

し

て

…

。
ど

こ

も

医

師

不

足

な

ん

だ

そ

う

で

す

。

付

き

添

い

が

条

件

で

し

た

の

で

、

外

来

が

終

わ

っ

て

か

ら

、

と

い

う

こ

と

で

、

こ

の

時

間

に

設

定

さ

せ

て

頂

き

ま

し

た

」

 

司

会

が

麦

林

を

当

て

る

。

 

麦

林

「

診

断

書

を

開

示

頂

け

な

か

っ

た

の

は

、

な

ぜ

で

し

ょ

う

か

？

 

容

態

が

分

か

っ

て

い

れ

ば

、

私

ど

も

も

配

慮

で

き

た

の

で

す

が

…

」
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佐

藤

「

…

今

、

明

ら

か

に

し

て

し

ま

う

と

、

職

員

が

動

揺

し

ま

う

と

考

え

ま

し

て

。

そ

れ

に

、

私

が

こ

の

状

態

だ

と

分

か

れ

ば

、

記

者

の

み

な

さ

ん

は

私

以

外

の

職

員

へ

の

取

材

に

行

く

で

し

ょ

う

？

 

市

長

の

容

体

は

ど

う

な

ん

だ

、

と

。

で

し

た

ら

何

も

知

ら

な

い

方

が

い

い

と

」

 

記

者

た

ち

「

…

」

 

司

会

が

立

石

を

当

て

る

。
 

立

石

「

パ

ワ

ハ

ラ

疑

惑

に

つ

い

て

、

再

度

市

長

の

ご

見

解

を

お

願

い

し

ま

す

。

あ

っ

た

の

で

す

か

、

な

か

っ

た

の

で

す

か

？

」

 

佐

藤

「

今

ま

で

お

話

し

て

来

ま

し

た

よ

う

に

、

私

自

身

と

し

て

そ

う

い

う

認

識

は

あ

り

ま

せ

ん

。

で

す

が

、

部

長

が

そ

う

感

じ

ら

れ

た

の

で

あ

れ

ば

、

そ

の

責

任

は

全

て

私

に

あ

り

ま

す

し

、

そ

れ

を

負

う

こ

と

に

躊

躇

は

あ

り

ま

せ

ん

」

 

司

会

「

他

に

あ

り

ま

す

で

し

ょ

う

か

？

」

 

佐

藤

「

横

山

さ

ん

…

、

何

か

あ

り

ま

す

か

？

」

 

横

山

「

…

」

 

司

会

「

で

は

、

こ

れ

で

…

」
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佐

藤

が

司

会

に

手

を

挙

げ

て

言

葉

を

制

す

る

。 

佐

藤

「

少

し

だ

け

お

話

し

さ

せ

て

下

さ

い

」

 
佐

藤

「

失

礼

な

言

い

方

か

も

知

れ

ま

せ

ん

が

、

み

な

さ

ん

は

、
私

が

悪

人

で

あ

る

こ

と

を

前

提

と

し

て

、

そ

れ

を

裏

付

け

る

よ

う

な

こ

と

ば

か

り

探

し

て

い

ま

せ

ん

で

し

た

か

？
 

私

も

市

長

で

あ

る

と

は

言

え

、

人

間

で

す

。

あ

あ

し

ろ

、

こ

う

し

ろ

と

言

い

た

く

な

る

時

も

あ

り

ま

す

し

、

虫

の

居

所

が

悪

く

て

、

つ

い

強

い

口

調

に

な

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

も

ち

ろ

ん

、

職

員

に

よ

っ

て

受

け

止

め

方

は

違

い

ま

す

か

ら

、

そ

う

い

う

配

慮

を

怠

っ

て

い

た

と

言

わ

れ

れ

ば

、

そ

の

通

り

で

す

」

 

記

者

た

ち

「

…

」

 

佐

藤

「

た

だ

、

こ

の

件

で

、

み

な

さ

ん

は

職

員

や

関

係

者

の

方

に

私

に

つ

い

て

、

ど

の

よ

う

に

質

問

さ

れ

た

の

で

す

か

？

 

『

何

で

も

い

い

の

で

、

何

か

き

つ

い

こ

と

を

言

わ

れ

た

こ

と

は

な

い

で

す

か

？

』

と

か

。

ど

う

い

う

質

問

の

仕

方

を

し

た

の

か

を

明

ら

か

に

せ

ず

、

結

果

だ

け

が

一

人

歩

き

し

て

い

る

の

で

は

な

い

の

で

す

か

？

 

そ

れ

は

、

曲

が

り

な
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り

に

も

事

実

だ

、

と

言

わ

れ

れ

ば

そ

の

通

り

で

す

が
…

」

 
記

者

た

ち

「

…

」

 

佐

藤

「

パ

ワ

ハ

ラ

疑

惑

に

つ

い

て

は

、

き

ち

ん

と

出

る

と

こ

ろ

に

出

て

、

説

明

を

尽

く

し

て

来

た

つ

も

り

で

す

。

そ

れ

で

も

ご

納

得

頂

け

な

い

の

で

あ

れ

ば

、

当

然

、

身

を

引

く

こ

と

も

考

え

ま

す

よ

」

 

記

者

た

ち

「

…

」

 

佐

藤

は

一

息

お

く

。

上

を

向

い

て

、

 

佐

藤

「

と

こ

ろ

で

…

、

み

な

さ

ん

は

、

今

日

こ

こ

に

何

を

し

に

い

ら

し

て

い

る

の

で

す

か

？

」

 

佐

藤

「
『

取

材

』

で

す

か

…

？

」

 

記

者

た

ち

「

…

」

 

佐

藤

「
『

取

り

調

べ

』

で

す

か

…

？

」

 

記

者

た

ち

「

…

」

 

佐

藤

「

そ

れ

と

も

…

、
（

顔

を

記

者

に

向

け

て

）
『

誰

か

の

敵

討

ち

』

で

す

か

…

？

」

 

記

者

た

ち

「

…

」

 

佐

藤

「

…

私

に

、

も

し

も

の

こ

と

が

あ

っ

た

ら

…

、

今

度

は

…

、

誰

を

責

め

る

ん

で

し

ょ

う

ね

…

」
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会

場

は

静

ま

る

。

 

司

会

「

そ

れ

で

は

、

他

に

な

い

よ

う

で

す

の

で

、

本

日

の

記

者

会

見

を

終

わ

り

ま

す

」

 

 

○

ワ

イ

ド

シ

ョ

ー

（

次

の

日

の

昼

）

 

宮

原

「

さ

て

、

佐

藤

市

長

の

パ

ワ

ハ

ラ

疑

惑

で

す

け

れ

ど

も

、

昨

日

夜

に

、

市

長

の

会

見

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

市

長

が

体

調

不

良

だ

と

い

う

こ

と

は

聞

い

て

い

ま

し

た

が

、

予

想

以

上

に

悪

い

よ

う

で

し

た

ね

」

 

澤

田
「

そ

う

で

す

ね

。
ド

ク

タ

ー

同

伴

で

し

た

か

ら

」

 

宮

原

「

そ

う

い

う

状

況

で

、

ド

ク

タ

ー

か

ら

会

見

を

控

え

る

よ

う

に

助

言

が

あ

っ

た

ら

し

い

の

で

す

が

、

市

長

が

“

必

ず

会

見

を

開

く

”

と

の

こ

と

で

し

た

の

で

、

私

ど

も

は

取

材

を

行

い

ま

し

た

」

 

宮

原

「

で

す

の

で

、

今

日

は

市

長

の

容

態

に

“

最

大

限

”

配

慮

致

し

ま

し

て

、

会

見

の

動

画

・

音

声

は

使

わ

ず

に

、

ボ

ー

ド

の

み

で

会

見

内

容

を

説

明

し

た

い

と

思

い

ま

す

」
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○

牛

崎

市

の

記

者

ク

ラ

ブ

控

室

（

昼

）

 

後

藤

が

電

話

で

話

を

し

て

い

る

。

 
後

藤

「

な

ん

だ

っ

て

⁉︎

」

 
記

者

ク

ラ

ブ

に

い

る

記

者

に

向

か

っ

て

、

 

後

藤

「

お

い

！

 

例

の

部

長

が

保

護

さ

れ

た

ら

し

い

！

 

ウ

チ

の

記

者

か

ら

連

絡

が

入

っ

た

！

」

 

栗

林

「

ど

こ

だ

？

」

 

後

藤

「

病

院

に

向

か

っ

て

い

る

そ

う

だ

！

」

 

 

○

病

院

前

（

昼

）

 

飯

山

が

病

院

か

ら

出

て

く

る

。

 

記

者

が

群

が

る

。

 

飯

山

「

今

回

は

、

関

係

各

位

に

多

大

な

る

ご

心

配

と

ご

迷

惑

を

お

か

け

し

た

こ

と

を

お

詫

び

申

し

上

げ

ま

す

。

誠

に

申

し

上

げ

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

」

 

飯

山

が

頭

を

下

げ

る

。

 

後

藤

「

部

長

！

 

市

長

の

パ

ワ

ハ

ラ

は

本

当

に

あ

っ

た

の

で

す

か

⁉︎

」

 

飯

山

「

は

い

。

あ

っ

た

と

確

信

し

て

い

ま

す

」

 

栗

林

「

身

の

危

険

を

感

じ

た

と

い

う

の

は

、

具

体

的
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に

ど

う

い

う

こ

と

だ

っ

た

の

で

す

か

！

」

 

後

藤

「

市

長

に

叱

責

さ

れ

る

の

で

は

な

い

か

と

い

う

こ

と

で

す

」

 

飯

山

「

で

は

、

な

ぜ

私

た

ち

に

対

し

て

会

見

し

な

か

っ

た

ん

で

す

か

⁉︎
 

隠

れ

ず

に

自

分

の

意

見

を

き

ち

ん

と

話

せ

ば

よ

か

っ

た

で

し

ょ

う

！

」

 

立

石

「

そ

う

で

す

！

 

そ

れ

で

今

、

市

長

が

大

変

な

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

よ

！

 
責

任

に

つ

い

て

ど

う

お

考

え

な

の

で

す

か

⁉︎

 

他

に

方

法

は

な

か

っ

た

の

で

す

か

⁉︎

」

 

飯

山

「

市

長

の

件

は

、

私

も

先

ほ

ど

聞

い

た

ば

か

り

で

す

の

で

、

何

と

も

申

し

上

げ

ら

れ

ま

せ

ん

」

 

日

野

「

も

し

、

市

長

の

身

に

何

か

あ

っ

た

ら

、

ど

う

責

任

を

取

ら

れ

る

お

つ

も

り

で

す

か

⁉︎

」

 

飯

山

「

そ

れ

は

、

分

か

り

ま

せ

ん

。

こ

の

よ

う

な

状

況

に

な

る

こ

と

は

考

え

て

お

り

ま

せ

ん

で

し

た

の

で

…

」

 

藤

野

「

こ

の

後

、

市

長

に

お

会

い

す

る

予

定

は

あ

り

ま

す

か

⁉︎

」

 

飯

山

「

は

い

。

そ

の

つ

も

り

で

す

」
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藤

野

「

謝

罪

さ

れ

る

ん

で

す

よ

ね

⁉︎

」

 

飯

山

「

…

」

 

飯

山

は

車

に

乗

り

込

む

。

 

 

○

新

聞

読

者

の

自

宅

（

２

ヶ

月

後

：

昼

）

 

新

聞

を

読

ん

で

い

る

。

 

新

聞

読

者

「

今

日

も

こ

の

辺

、

以

上

な

し

、

っ

と

」

 

呼

び

鈴

が

な

る

。

 

新

聞

を

開

い

た

ま

ま

テ

ー

ブ

ル

に

置

い

て

、

イ

ン

タ

ー

ホ

ン

に

向

か

う

。

 

新

聞

読

者

「

は

い

、

ど

な

た

で

す

か

？

」

 

山

川

「

お

荷

物

で

す

」

 

新

聞

読

者

「

は

い

、

伺

い

ま

す

」

 

新

聞

読

者

が

テ

ー

ブ

ル

に

新

聞

を

広

げ

た

ま

ま

、

荷

物

を

取

り

に

行

く

。

 

そ

の

新

聞

の

お

く

や

み

欄

に

佐

藤

市

長

が

亡

く

な

っ

た

こ

と

が

掲

載

さ

れ

て

い

る

。

 

（

顔

写

真

な

し

）

 

 

Ｅ

Ｎ

Ｄ
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（

２

０

２

５

年

６

月

１

５

日

 

初

出

）

 

（

２

０

２

５

年

８

月

１

日

 

単

話

ア

ッ

プ

）

 


